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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 18,788 2.4 421 △22.5 488 △18.2 308 △21.3
24年3月期第2四半期 18,348 4.5 542 ― 596 ― 391 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 82百万円 （△94.0％） 24年3月期第2四半期 277百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 3.67 ―
24年3月期第2四半期 4.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 44,324 19,821 44.2 233.45
24年3月期 45,986 19,997 42.9 235.19
（参考） 自己資本 25年3月期第2四半期 19,592百万円 24年3月期 19,739百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
25年3月期 ― ―
25年3月期（予想） ― 3.00 3.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,500 8.4 1,840 △9.6 1,820 △16.9 1,170 △11.0 13.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
詳細は、添付資料Ｐ．４「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご参照下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

詳細は、添付資料Ｐ．４「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引

法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想につきましては現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあり

ません。実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 85,382,196 株 24年3月期 85,382,196 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 1,457,264 株 24年3月期 1,456,008 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 83,925,873 株 24年3月期2Q 84,794,741 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に緩やかに回復してきました

が、中国等海外経済の減速にエコカー補助金の終了等が重なって停滞色が濃くなり始めました。

このような状況の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、船舶港湾機器事業は、

国内外の商船市場の低迷が続いたことから、受注、売上ともに前年同期を下回りました。油空圧機器事業は、工作

機械市場や海外市場が低調であったものの、プラスチック加工機械市場や建設機械市場が好調であったことから、

受注、売上ともに前年同期並みとなりました。流体機器事業は、官需市場での繰り上げ発注等により、受注、売上

ともに前年同期を上回りました。防衛・通信機器事業は、防衛市場での繰り上げ発注に加え、通信機器市場でも受

注増があったことから、受注は前年同期を大きく上回り、通信機器市場では納入終了があったものの、防衛市場で

は繰り上げ納入があったことから、売上も前年同期を上回りました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比2.4％増の18,788百万円、営業利益は前

年同期比22.5％減の421百万円、経常利益は前年同期比18.2％減の488百万円、四半期純利益は前年同期比21.3％減

の308百万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

［船舶港湾機器事業］

当事業の商船市場では、国内造船所における新規建造受注の回復の兆しが引き続き見えない上に、船会社の在来

船への投資控えなどにより機器換装需要も依然として低迷していることから、受注、売上ともに前年同期を下回り

ました。 

内航船市場では、老齢船の代替需要は依然として低迷していることから、受注は前年同期を下回りましたが、前

期に受注した火力発電所燃料輸送用タンカー向け機器が寄与し、売上は前年同期を上回りました。

海外市場では、OEM供給しているジャイロコンパスが堅調に推移したものの、韓国及び中国の造船所において新

造船の建造受注が大きく減少し、また欧州船主による新造船の発注キャンセル、納期繰延べなども継続しているこ

とから、受注、売上ともに前年同期を下回りました。

船舶関連機器の保守サービスは、海運市況が低迷したものの、世界の商船船腹量の増加に伴い、部品販売、サー

ビス工事ともに堅調に推移したことから、受注、売上ともに前年同期を上回りました。

この結果、当事業全体として売上高は4,682百万円と前年同期比94百万円（2.0％）の減少、営業損失は16百万円

（前年同期13百万円の利益）となりました。 

［油空圧機器事業］

当事業のプラスチック加工機械市場では、中国等の東アジア向けを中心とする海外需要が減速したものの、国内

需要の回復やタイ洪水の復旧需要により、受注、売上ともに前年同期を大きく上回りました。 

工作機械市場では、東アジア向け需要及び国内需要が低調に推移したことから、受注、売上ともに前年同期を下

回りました。

建設機械市場では、北米需要が回復したことに加え、東日本大震災の復興需要が拡大したことから、受注、売上

ともに前年同期を上回りました。

海外市場では、韓国、台湾及び中国の成形機需要が低調だったことから、受注は前年同期を下回り、売上は前年

同期を大きく下回りました。

油圧応用装置は、ダムゲート開閉油圧装置や油圧試験装置が堅調に推移しているものの、バルクキャリア船向け

ハッチカバー開閉装置や一般産業機械向け大型物件等が減少したことから、受注、売上ともに前年同期を下回りま

した。

この結果、当事業全体として売上高は5,690百万円と前年同期比75百万円（1.3％）の減少、営業利益は532百万

円と前年同期比59百万円（12.5％）の増加となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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［流体機器事業］

当事業の官需市場では、上水道向け流量計と農業用水向けレベル計の繰り上げ発注があったことから、受注、売

上ともに前年同期を上回りました。

民需市場及び海外市場では、受注、売上ともに前年同期を下回りました。

この結果、当事業全体として売上高は598百万円と前年同期比81百万円（15.8％）の増加、営業損失は226百万円

（前年同期258百万円の損失）となりました。

［防衛・通信機器事業］

防衛市場では、F-15主力戦闘機用自己防御能力向上機器及び補用品の増加やC-2新型輸送機用自己防御機器の量

産開発が始まったことにより、受注は前年同期を上回り、過年度に受注した護衛艦及び潜水艦搭載品の納入に加え

SH-60K対潜哨戒ヘリコプター用逆探装置HLR-108C製品及び補用部品の数量増等が貢献し、売上は前年同期を大きく

上回りました。

海上交通機器市場では、東京湾ポートラジオ向けVHF装置の換装案件や、日本初となるVTS用新型Ku帯半導体レー

ダーの新規受注が貢献したことから、受注は前年同期を大きく上回りましたが、前年同期の大型案件がなかったこ

とから、売上は前年同期を大きく下回りました。

センサー機器市場では、新たな地震計システムや、新商品の農業用トラクターガイダンス機器を新規受注したこ

とから、受注は前年同期を上回りましたが、トンネル機器や地震計測システムの納入が第３四半期以降に繰延べに

なったことなどから、売上は前年同期を下回りました。

通信機器市場は、移動体衛星通信アンテナスタビライザーの受注増等により、受注は前年同期を大きく上回りま

したが、PHS基地局用送受信モジュールの納入が終了したことから、売上は前年同期を下回りました。

この結果、当事業全体として売上高は6,318百万円と前年同期比455百万円（7.8％）の増加、営業利益は31百万

円と前年同期比276百万円（90.0％）の減少となりました。

［その他の事業］

検品機器は、主力であるグラビア印刷市場において国内外の設備投資が上向きとなったことから、受注は前年同

期を大きく上回り、売上も前年同期を上回りました。 

防災機器は、消防庁の点検指導強化に基づく「ガス系消火設備の容器弁の安全性に係る点検」に関連する部品販

売及び交換工事が引き続き好調に推移したことや立体駐車場関連案件が堅調であったことから、受注、売上ともに

前年同期を上回りました。

鉄道機器は、機器販売においてレール探傷車の新造案件が来期に延期されたことなどから、受注は前年同期を大

きく下回り、売上も前年同期を下回りました。

この結果、当事業全体として売上高は1,499百万円と前年同期比71百万円（5.0％）の増加、営業利益は242百万

円と前年同期比94百万円（63.0％）の増加となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第２四半期末の流動資産は35,143百万円と前期末比1,389百万円の減少となりました。これは、棚卸資産が増

加したものの、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。また、固定資産は9,180

百万円と前期末比273百万円の減少となりました。これは、繰延税金資産が増加したものの、投資有価証券が減少

したことによるものです。この結果、資産合計は44,324百万円と前期末45,986百万円から1,662百万円の減少とな

りました。

流動負債は16,872百万円と前期末比824百万円の減少となりました。これは支払手形及び買掛金並びに未払金が

減少したことによるものです。固定負債は7,631百万円と前期末比662百万円の減少となりました。これは、長期借

入金及び退職給付引当金が減少したことによるものです。この結果、負債合計は24,503百万円と前期末25,989百万

円から1,486百万円の減少となりました。

純資産合計は19,821百万円と前期末19,997百万円から176百万円の減少となりました。これはその他有価証券評

価差額金が減少したことによるものです。この結果、自己資本比率は44.2％と前期末42.9％から1.3ポイントの増

加となりました。
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は6,751百万円と前年同期比2,224百万円

（24.8％）減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は847百万円（前年同期比257百万円<43.6％>増加）となりました。その主な要因

は、税金等調整前四半期純利益468百万円、たな卸資産の増加1,055百万円、売上債権の減少540百万円、仕入債務

の減少427百万円及び減価償却費373百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は383百万円（前年同期は24百万円の獲得）となりました。その主な要因は、固定

資産の取得による支出390百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は734百万円（前年同期比110百万円<13.0%>減少）となりました。その主な要因

は、長期借入金の返済による支出436百万円及び配当金の支払252百万円によるものです。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成25年３月期の連結業績予想につきましては、平成24年５月11日に公表しました業績予想からの変更はありま

せん。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,718 6,756

受取手形及び売掛金 14,860 14,321

商品及び製品 1,088 1,324

仕掛品 5,831 6,618

原材料及び貯蔵品 4,892 4,925

その他 1,148 1,201

貸倒引当金 △5 △2

流動資産合計 36,532 35,143

固定資産

有形固定資産 5,334 5,299

無形固定資産

のれん 20 12

その他 242 221

無形固定資産合計 262 233

投資その他の資産

その他 3,919 3,701

貸倒引当金 △62 △53

投資その他の資産合計 3,858 3,648

固定資産合計 9,453 9,180

資産合計 45,986 44,324

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,697 5,271

短期借入金 8,654 8,609

未払法人税等 278 195

賞与引当金 927 912

その他 2,140 1,885

流動負債合計 17,696 16,872

固定負債

長期借入金 3,411 3,020

退職給付引当金 3,598 3,349

役員退職慰労引当金 289 307

資産除去債務 786 787

その他 209 168

固定負債合計 8,294 7,631

負債合計 25,989 24,503
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,218 7,218

資本剰余金 14 14

利益剰余金 12,590 12,645

自己株式 △193 △193

株主資本合計 19,628 19,684

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 280 74

為替換算調整勘定 △169 △166

その他の包括利益累計額合計 111 △92

少数株主持分 258 228

純資産合計 19,997 19,821

負債純資産合計 45,986 44,324
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 18,348 18,788

売上原価 13,657 14,111

売上総利益 4,691 4,677

販売費及び一般管理費 4,149 4,257

営業利益 542 421

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 30 33

生命保険配当金 36 37

持分法による投資利益 31 16

その他 50 56

営業外収益合計 155 148

営業外費用

支払利息 67 57

為替差損 19 11

その他 16 12

営業外費用合計 101 81

経常利益 596 488

特別損失

固定資産除売却損 4 8

投資有価証券売却損 － 1

投資有価証券評価損 － 10

特別損失合計 4 19

税金等調整前四半期純利益 591 468

法人税等 216 184

少数株主損益調整前四半期純利益 375 285

少数株主損失（△） △16 △23

四半期純利益 391 308
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 375 285

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △132 △206

為替換算調整勘定 33 3

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △0

その他の包括利益合計 △98 △202

四半期包括利益 277 82

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 293 105

少数株主に係る四半期包括利益 △16 △23
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 591 468

減価償却費 495 373

のれん償却額 8 8

差入保証金償却額 6 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △12

退職給付引当金の増減額（△は減少） △350 △249

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △14

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △37 18

受取利息及び受取配当金 △37 △38

支払利息 67 57

持分法による投資損益（△は益） △31 △16

投資有価証券売却損益（△は益） － 1

投資有価証券評価損益（△は益） － 10

固定資産除売却損益（△は益） 4 8

売上債権の増減額（△は増加） 195 540

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,091 △1,055

仕入債務の増減額（△は減少） 767 △427

その他の資産の増減額（△は増加） 61 △65

その他の負債の増減額（△は減少） △70 △193

その他 10 8

小計 △412 △571

利息及び配当金の受取額 41 40

利息の支払額 △77 △65

法人税等の支払額 △142 △251

営業活動によるキャッシュ・フロー △590 △847

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 － 2

固定資産の取得による支出 △190 △390

固定資産の売却による収入 0 0

貸付金の回収による収入 2 2

敷金及び保証金の差入による支出 △6 △8

敷金及び保証金の回収による収入 215 7

その他 5 6

投資活動によるキャッシュ・フロー 24 △383

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 750 －

長期借入金の返済による支出 △1,130 △436

リース債務の返済による支出 △40 △40

自己株式の取得による支出 △165 △0

配当金の支払額 △256 △252

少数株主への配当金の支払額 △4 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △844 △734

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,412 △1,961

現金及び現金同等物の期首残高 10,387 8,713

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,976 6,751
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、検品機器事業、
鉄道機器事業、防災機器事業、情報処理業、総合リース業、ファクタリング業、荷造・梱包業、保険

代理業、不動産の管理業などが含まれております。

２．セグメント利益の調整額△141百万円には、セグメント間取引消去△10百万円、各報告セグメント
に配分していない全社収益１百万円及び全社費用△132百万円が含まれております。全社収益は、主

に報告セグメントに帰属しない当社における研究開発活動に係る売上高であります。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。
３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、検品機器事業、

鉄道機器事業、防災機器事業、情報処理業、総合リース業、ファクタリング業、荷造・梱包業、保険

代理業、不動産の管理業などが含まれております。
２．セグメント利益の調整額△143百万円には、セグメント間取引消去△58百万円、各報告セグメント

に配分していない全社収益１百万円及び全社費用△86百万円が含まれております。全社収益は、主に

報告セグメントに帰属しない当社における研究開発活動に係る売上高であります。全社費用は、主に
報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

報告セグメント
その他の
事業

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

船舶港湾
機器事業

油空圧
機器事業

流体
機器事業

防衛・通信
機器事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

4,776 5,764 517 5,863 16,920 1,428 18,348 1 18,348

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

47 41 1 37 127 605 732 △732 －

計 4,823 5,805 518 5,900 17,047 2,033 19,080 △731 18,348

セグメント利益
又はセグメント
損失（△）

13 473 △258 307 535 149 683 △141 542

報告セグメント
その他の
事業

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

船舶港湾
機器事業

油空圧
機器事業

流体
機器事業

防衛・通信
機器事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

4,682 5,690 598 6,318 17,288 1,499 18,787 1 18,788

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

40 56 0 41 137 563 700 △700 －

計 4,722 5,746 598 6,359 17,425 2,063 19,487 △699 18,788

セグメント利益
又はセグメント
損失（△）

△16 532 △226 31 321 242 563 △143 421
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